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き　ゅ　う　り　接木　折　の　取扱い　に　関　す　る．試験

和　泉　陥四郎・川　村　邦　夫

（宮　城県農試）

1．　ま　え　が　善

幸ゆう少の接木由は壷割病に対する拡抗性か頻著で，

史に耐低温性も強くをることも謎められているが，接木

育宙は∵一敗の肖由より．接木分だけ余分な労力を嬰する

ので，接木由の有効な利用方法が必殻と考え．産木南の

取扱方法特に子蔓2本仕立とした場合の生肖．収二枚，

村質に及ぼす影響について検討したので，その結果を報

告する．

2．　試　験　方　法

供用した台木は芳香再皮架南山．きゅうりは青緑，掩

定植時の宙
区

＿ユ
1区　標　準

2区苧禁豊

3区讐票差

種は台木が1月幻日日．きゅうりはZ月lE仁接木は2月

10日に行い，定植は3月5日にビニールノ、クス円に3・3㌦

当り，1区と2区はば株．3区は6株植えとした・

試験区別は1区喋準（普通由）．2区接木親巣1本仕

立．3区桜大子蔓2本仕立の3区を設け．1座4・ガ（1

区．2医訓株．3区10株）の3回反枝とした・

5．　試　験　結　果

1　生育状態．第1表の通力生育全期に丘少．老木親

漣1本仕立区が串丈．展鋸薬教共に惚れ，次いで無接木

の嬢準区．藤木子斐2本仕立区の順で接木子蔓2本仕立

区が劣る軸向が詠められた．
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a　触花の首．生及収護巣率．崇1雌花の新生即位は第

2表に示す通りで．恕準区が2・5節，接木親皇1本仕立

区が1・3卸，接木千隻2本仕立直が1・4如．各区共打下

位節位からの着生が見られた1連続雌花の着生技標準崖

が5・7節，接木観豊1本仕立区が3・6節，接木子堕2本

仕立居が1・4節で．松当か曜花着生率は，嘘準区93・4％．

込

接木親皇1本仕立96・6％，抜本子隻2本仕立釘・2％と接

不磨区は観皇1本，子巣2本仕立共に高い雌花着生率を

不した．

雌花着生に対する収穫巣率は穣準区の57％で最も高く

次いで顔木観皇1本仕立区の甜％，疲木子蔓2本仕立区

の亜％で，接木子蔓2本仕立区がやゝ劣る傾向が見られ

た．

崇2衣　雌イヒ着生及収穫果率
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a　時期軌収皇，収捜はじめから打切カまでの収鼓は　　腋であるが，5月10日以厄の収量は塵準区が煉れ．綾木

顔2凶に不す通力で，5月1U臼までの収量は接木筑豊1　裁量1本仕立凶．疲不十豊2本仕立凶の膿で，特に接木

本仕立医が憧れ，次いで榛準直．接木千隻2本仕立睦の　　十曳2本仕立込は全期を通じ劣る鶴岡が見られた・
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も　不良巣の発生、第2園の通りで、5月下旬までは

樗準区が発生多く、次いで接木親壷1本位立区、接木子

蔓2本仕立の版に少い傾向を示したが．6月上旬以降は

経木親皇1太仕立居．桜木子蔓2本仕立区が多く，榛準

区が少く，5月下旬以前と全く反対の傾向が見られた．

全期に通じては椋準区が多く，次いで接木親蔓1本仕

立庭．接木千隻2本仕立居の服に少h傾向が見られた．

5・　考　　　　　縦

また恕木栽蔓1本仕立区は5月上旬迄の収量が最も多
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くなっているが．これは接木によって耐低温性が蝕くな

ったことによク，標唾区よ少後れたものと思われる．

接木子整2本化立区は全期を通じ生育の避柾と減収が

見られたれこれは生再初期の嫡芯による壁再迩畦と．

雌花け隼が仏師位からで－それが着果肥大し．負担巣が

生芋川期から増大したための影響が大きかったものと考
えられる．

しかし6月上旬以降は標準区が錬れ・接木観象1本仕

立一様水子蔓2本仕立区共に劣っている，このことは巣

樋に於いては一般に接木歯の生育は抑制される場合の多

いことが認められ・またそ菜に於いても千葉農試の石橋

氏はトマトについて同様な結果を報告し，さゆうわでも

観祭されたと述べてレしろが，本試験でも同様な抑制現象
が観察された．

不良巣の発生は5月上旬までの比較的陰湿期間は接木

親妻1本仕立区・接木子蔓2本仕立区共に侯準区に比し

発生が少い傾向を示しているが・これは接木によって耐

低温性が強まったためと考えられる・また6月上知以降

の温度的に恵まれた時期には低温期と反対に接木宙の親

隻1本仕立・子壷2本仕立区共に恕準区エカやゝ発生が

多い傾向にあるのは判然とした原因は不明であるが，接

木による抑馳作美の影響とも思われる．

以上の結果・接木子蔓2本仕立は栽稚本数は模準区や

接木親蔓1本仕立に比し2分の1の本数で足りるが．駅

長は早舶及全期共に親憂1本仕立区よ少減収が甚しかっ

しかし雌花の着生は鹿端を差は見られず・雌花着生率

では処丑区間中屋も獲れ安定していたが，雌花着生托対

する収穫黒革が劣っていることが見られた．

収穫果率の低い原因は観察では雌花が開花后に不完全

発育果て終るものが多かったためである．

接木子塵2本仕立の実用化にあたってはこの雌花の開

花后に不完全発青果に終るものを少くして収穫果率を高

める検討を行なう必要がある．

セ　ルリ　ー　の　栽植密度　に　関　す　る　試験

伊　　藤

（宮城膿農試岩沼分場）

セルり‾の需姿は年々増加の悼向にあるが，まだまだ

一触野采としての哨貨は少く，又栽培も少い．これは人

忙よって非常に好き嫌いが嶺くそじみにくい野菜である

ことにも‾凶はあるが・他格が高いのでまだまだ高級野

智

来であると云う観念が強く．このことも大き在原凶の一

つであると考える・しかしこうした種知の生食野菜につ

いては．これを大衆化すると云うことも基数な扶助であ

り，消安着が購入し易い程度のものを．必袈量生産する


